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○ 目的：小型ドップラー気象レーダーによる鉄道用突風探知システムのプロトタイプ提案 
 

○ 背景：鉄道の突風対策は、従来の運行規制用風速計だけでは実現困難である。雨風を広くモニター
できるドップラー気象レーダーが最適の測器であり、それを用いた突風探知システムは将来の鉄道
安全運行に役立てることができる。 

 
○ 手法：本研究では、鉄道気象のための実験用ドップラー気象レーダーが設置されたＪＲ余目駅（山
形県）を含む庄内平野を研究エリアとし、以下に沿って研究を進める。 

 
①観測・シミュレーション両面からの、突風とそれをもたらす気象じょう乱の詳細メカニズム把握 
②鉄道ドップラー気象レーダーによる突風探知能力の評価 
③列車運行判断システムのための突風探知システムのプロトタイプ提案 

 
○ 進捗：昨年、庄内平野(山形県)に研究用の大規模な突風観測網を立ち上げ、これまでに数例の突風
事例を収集した。 

 
○ 今後：突風観測を継続するとともに、ドップラー気象レーダーによる突風域の自動抽出の第一回目
テストを今秋に完了する予定。 
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